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代々木図書館新聞
代々木図書館
2013年7・8・9月の予定
7月
●7月18日（木）15時～15時30分
　おはなし会

●7月20日（土）
　体験!　1日図書館員

●7月25日（木）15時～15時30分
　おはなし会　

●7月27日（土）9時～
　雑誌リサイクル

8月
●8月1日（木）15時～15時30分
　おはなし会

●8月15日（木）15時～15時30分
　おはなし会

●8月17日（土）15時～15時30分
　なつやすみこうさく会　

●8月22日（木）15時～15時30分
　おはなし会

●8月24日（土）9時～
　雑誌リサイクル

●8月29日（木）15時～15時30分
　おはなし会

9月
●9月5日（木）15時～15時30分
　おはなし会

Vol.232013年7月15日

7月 16（火）・21（日）・23（火）・30（火）
8月 6（火）・8（木）・13（火）・18（日）・20（火）・27（火）　 9月 3（火）・10（火）・12（木）

2013年7月・8月・9月の休館日

　

念
願
の
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た
富
士

山
。
認
定
に
当
た
り
、
富
士
信
仰
も
重
視

さ
れ
た
と
か
。
そ
の
一
つ
「
富
士
講
」
と

は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●
庶
民
の
味
方
、
身
禄
の
魅
力

　

富
士
講
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
庶
民

に
広
が
り
ま
し
た
。
幕
府
か
ら
度
々
禁
令

が
出
た
こ
と
か
ら
も
、
人
気
ぶ
り
が
う
か

が
え
ま
す
。
そ
の
魅
力
は
、
富
士
山
だ
け

で
な
く
、
中
興
の
祖
、
食
行
身
禄
（
じ
き

ぎ
ょ
う
み
ろ
く
）
の
教
え
に
も
あ
り
ま
し
た
。

　

身
禄
は
封
建
社
会
に
お
い
て
身
分
制
を

否
定
。
富
士
山
の
女
人
禁
制
に
対
し
て
も

「
同
じ
人
間
な
り
」
と
登
拝
を
す
す
め
ま

す
。
勤
勉
を
重
視
し
、
先
進
的
・
道
徳
的

な
人
で
し
た
。

　

折
し
も
享
保
の
大
飢
饉
が
起
こ
り
、
民

は
苦
し
み
ま
す
。
す
る
と
、
身
禄
は
富
士

山
の
烏
帽
子
岩
で
31
日
間
の
断
食
を
行
い
、

入
定
を
果
た
し
ま
す
。
庶
民
中
心
の
世
に

変
わ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
身
禄
は
庶
民
の
代
弁
者
と

評
判
が
高
ま
り
、「
八
百
八
講
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
に
そ
の
教
え
が
広
ま
っ
た
の
で

す
。

●
代
々
木
周
辺
の
富
士
講

　

代
々
木
の
周
辺
に
は
丸
谷
代
々
木
講
・

代
々
木
新
町
講
と
千
駄
ヶ
谷
の
烏
帽
子
岩

講
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
丸
谷
講
の
石
碑

が
、
代
々
木
八
幡
神
社
に
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
39
年
建
立
。「
登
山
四
拾
七
度
」
と

あ
り
、
1
1
2
名
の
講
員
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

●
体
力
が
な
く
て
も
大
丈
夫

　

ま
た
、
遠
方
ま
で
行
か
れ
な
い
人
の
た

め
に
、
ミ
ニ
富
士
山
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

富
士
塚
で
す
。

　

23
区
内
に
現
存
す
る
最
古
の
も
の
が
、

鳩
森
八
幡
神
社
内
に
あ
り
ま
す
。
寛
政
元

年
に
烏
帽
子
岩
講
が
築
造
。
都
の
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
禄
像
も
あ
り
、
小
さ
い
な
が
ら
登
拝

を
一
通
り
体
験
で
き
る
仕
組
み
。
都
内
に

は
他
に
も
個
性
豊
か
な
富
士
塚
が
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
初
登
山
を
体
験
す
る
も

よ
し
、
富
士
塚
め
ぐ
り
を
す
る
も
よ
し
。

世
界
遺
産
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

富士へ行こう
―ところで、富士講って何?―

左から：『富士講の歴史』岩科小一郎著、名著出
版／『ご近所富士山の「謎」』有坂蓉子著、講
談社／『渋谷の富士講』白根記念　渋谷区郷土
博物館・文学館 鳩森八幡神社にあるものが、23区内に現存する最古の富士塚である

上：丸谷講
下：烏帽子岩講

講紋が目印!
探してみよう



280年前に女人禁制解除を唱えるのは、容易ではなかったはず。
おしゃれな山ガールが富士山を闊歩する今の世を、身禄さまはどこからかにこにこ見ておいででしょうか。編集後記

2013.7.15　Vol.23代
よよぎとしょかんしんぶん
々木図書館新聞

最近これ読みました 3

『センス・オブ・ワンダー』
レイチェル・カーソン ／著
上遠恵子／訳　新潮社
「センス・オブ・ワンダー＝神秘さや不思
議さに目を見はる感性」があれば。たとえ
都会の中にいても、空や木々の色彩に、雨
や虫や風の音に、四季のにおいに、小さな
植木鉢の中に、自然の営みを感じること
ができる―そのアンテナを持ち続ける
ことの大切さと、自然にふれる喜びを、美しい文章と写真が語りかけ
るように教えてくれます。本を閉じたら窓を開けて、五感すべてで自
然を感じたくなるような一冊です。

なつやすみこうさく会
代々木図書館では、8月17日（土）15時からなつやすみこうさく会を
開催 します。
夏休みの一日、図書館でおはなしとこうさくを楽しみませんか。小さ
なお子さんでも大丈夫。たくさんの子どもたちの参加をお待ちして
います。

こ
の
夏
も

節
電・節
約
!

　

今
年
も
ま
た
冷
房
使
用
の
季
節
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
電
気
料
金
の
値
上
が
り
、

さ
ら
に
穀
物
・
油
な
ど
の
原
材
料
費
高
騰

を
受
け
、
パ
ン
や
食
用
油
の
値
上
が
り
な

ど
、
家
計
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
節
電
・
節
約
生
活
で
家
計

へ
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
も
の

『北原白秋詩集』神西清編、
新潮社／『名作童謡北原白
秋…100選』上田信道編、
春陽堂書店／『白秋全集』

（全40巻）北原隆太郎ほか
編、岩波書店

左：『主婦のお仕事［基本・お気
楽・節約］マニュアル』阿部絢
子著、講談社
右：『夏を涼しく! おばあちゃん
の知恵袋』おばあちゃんの知恵
袋の会著、大和出版

昨年のこうさく会では、
「ドライブーブー♪」を

作りました!

で
す
。

　

そ
の
助
け
と
な
る
本
が
、
代
々
木
図
書

館
に
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
節
電
・
節
約
の

本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
金
を
か
け
ず

に
東
京
を
満
喫
す
る
本
な
ど
読
む
だ
け
で

も
楽
し
い
本
を
数
多
く 

所
蔵
し
て
い
ま

す
。
肩
に
力
を
入
れ
ず
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

　

ま
た
、
代
々
木
図
書
館
も
節
電
・
節
約

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
不

便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

左：『もったいない事典』赤星たみこ
著、小学館
右：『FREE TOKYO　フリー(無料)で
楽しむ東京ガイド100』ジョー横溝著、
ブルース・インターアクションズ

ご紹介した本は、すべて渋谷区立図書館で借りられます。

渋
谷
の
文
学
❶

北
原
白
秋
―
代
々
木
の
歌
―

　

代
々
木
の
青あ
を

檞か
し

が
も
と
に
飛
び
あ
り
く

　

白し
ろ

栗り

す鼠
の
ご
と
く
二ふ
た
り人
抱
き
し

 

『
桐
の
花
』

　

北
原
白
秋
は
明
治
40
年
5
月
か
ら
12
月

ま
で
千
駄
ヶ
谷
村
（
現
千
駄
ヶ
谷
）
に
、
明

治
43
年
9
月
か
ら
44
年
2
月
ま
で
千
駄
ヶ

谷
字
原
宿（
現
神
宮
前
）に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

白
秋
は
千
駄
ヶ
谷
字
原
宿
に
い
た
折
、

隣
家
の
松
下
氏
の
妻
俊
子
と
親
し
く
な
り

ま
す
。
こ
の
歌
は
そ
の
頃
の
も
の
。
二
人

は
松
下
氏
に
姦
通
罪
で
告
訴
さ
れ
て
未
決

監
に
拘
留
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

無
罪
免
訴
に
な
っ
た
後
に
書
い
た
小
品

「
ふ
さ
ぎ
の
虫
」（『
桐
の
花
』
所
収
）
で
も
、

俊
子
は
「
代
々
木
の
草
原
を
飛
び
あ
る
く

白
栗
鼠
の
児
の
や
う
」
と
書
か
れ
て
い
て
、

当
時
の
代
々
木
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

若
葉
樫
し
き
り
か
が
よ
ひ
午ひ

る

ち
か
し
明

　

治
神
宮
の
春
蟬
の
こ
ゑ

 

『
白
南
風
』

　

代
々
木
練
兵
場
朗
ら
け
く
明あ
か

し
若
葉
ど

　

き
上
下
八
方
に
と
ど
ろ
く
物
音

　

他
に
転
居
し
た
後
に
も
白
秋
は
代
々
木

を
訪
れ
て
お
り
、
明
治
神
宮
や
練
兵
場
の

歌
を
残
し
て
い
ま
す
。


